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令和 5年度 就職先アンケート「社会で活躍する力と学士力」について 
保育・教職センター 

 
 
目的 本学の卒業生が就職した小学校、幼稚園、保育所、および福祉施設の採用担当者（ま

たは管理職）を対象に、在学中に身につけた学士力が職場において活かされているの

かを明らかにすることとした。 
 
方法 
調査方法：Web もしくは FAX によるアンケートを実施し回答を得た。 
調査内容：質問項目は、一般教育科目において身につけるべき学士力 6 項目、キャリア科目

において身につけるべき学士力 3 項目、および専門教育科目において身につけ

るべき学士力 2 項目の計 11 項目によって構成され、「卒業生は現在、以下の能

力や知識をどの程度身につけていますか？」という問いに対して、「1.とても少

ない」「2.少ない」「3.どちらともいえない」「4.多い」「5.とても多い」の 5 件法

で回答を求めた。 
実施時期：2024 年 2 月 22 日～2024 年 3 月 31 日 
対  象：卒業後 2 年目までの就職先である小学校（7 校）、幼稚園（52 園）、保育所（59

園）、福祉施設（18 施設）の採用担当者（または管理職）とした。対象の詳細な

内訳を図 1 に示す。 
 
結果 
 本アンケートにおける回答率は、小学校 42.9％（３校）、幼稚園 36.5％（19 園）、保育

所 39.0％（23 園）および福祉施設 44.4％（８施設）であった。 
 採用担当者あるいは管理職からみた卒業生における学士力の修得傾向について、図２～

図６に示した。全施設形態およびいずれの施設形態の卒業生においても、他者理解やコミュ

ニケーション能力、社会規範の遵守などに関する項目については、その能力が評価されてい

る傾向がみられた。一方，情報や知識の理解・活用する能力ついては、必ずしも十分に獲得

しているとは言えない状況にあることが示唆された。 
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図 1 就職先の施設形態 
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図 2 就職先（全種別）における卒業生の学士力について 
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図 3 小学校に就職した卒業生の学士力について 
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図 4 幼稚園に就職した卒業生の学士力について 
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図 5 保育所に就職した卒業生の学士力について 図 6 福祉施設に就職した卒業生の学士力について 
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